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現代朝鮮語のヴォイス接尾辞について
雀昌玉
1. 本稿の目的
本稿の 目的は, 現代朝鮮語の ヴォ イス 接尾辞1
`
-
ol-, -%l-, 一句- , - 7lj を次のような観点から考察
することである(以下, 本稿では, 現代朝
論を進めるこ とにする).
の ヴォイ ス接尾辞をヴォイス接尾辞と略称 して , 諌
① ヴォ イス 接尾辞
`
- ol-, - %l-, -司 - , - フl-
'
は相浦分布を成して いるの か .
② ヴォ イ ス接尾辞
`
-
ol-, - %l-, 一句 - , JIJ を異形態として見倣し得るのか .
本稿の内容は, 次の通りである. 最初に, 一 般言語学にお いて, 相補分布と異形態がどのように
取り扱われてきたかを概観する . 次に, 先行研究の記述を参考に しながら, ヴォイ ス接尾辞とは,
どのような形態を指し示 し, どのような特色を持っ て いるかを提示する . 最後に, 菅野裕臣他編
(1991
2
)に記載されて いる動詞を中心に して, ヴォイ ス接尾辞がどの ような分布を形成しており, そ
れら各々 の形態を異形態として見徹し得るかを共時論的観点と適時論的観点を踏まえて, 考察する
ことにする.
2. 相補分布と異形態につ いて
ここで は, 相補分布(coI叩Iementary disbib 血o n)と異形態(ano m Qqh)が
一 般書語学において, どの
ように取り扱われてきたかを概観する. また, 2.2 では, - 又戸ヨ語学の規定によっ て, どの ような
特徴を持てば, 相補分布や異形態として見徹され得るのかも, 現代朝鮮語の例を用いながら, 確瓢
することにする.
2
. 1. 一 般言語学における相補分布と異形態の取り扱い
ここでは, 辞典における相補分布と異形態に つ いて の説明を概観することにする. 概観する辞弗
は, Tfadc(1993), A血q(1994), 亀井･河野 ･千野(1996)である
2
.
まず, 廿a並(1993)と Adla(1994)では, 相補分布の説明はなく, 異形態の説明のみ記載してい る.
廿a並(1993:13)では, 異形態を様々 な環境において単独の形態素によっ て想定される, 3 つ 以上の
表層形式のうちの 1 つ とし, 例えば, 英欝の否定接頭辞in- が, bzdbc eni, bnp ssible, 如 b
'
o n alそ
して 如oble の ような常において , 幾つ かの異形態を示 して いるとする .
一 方, Adler(1994:2546)では, まず形態素を説明しており, 同 - の内容を持つ , 一 連の最小対立
の記号がより抽象的な形態論的単位を構成し, この抽象的な形態論的単位が形態素であるとし, 異
形態とは, その集合の各々 の要素であるとする. また, そこでは , 形態素と異形態という名称の歴
史的変遷も紹介 して いる . 形態素という術語は, ポ ー ラ ン ドの言語学者JanBaudoth deCo den a[y
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が 1880年, 考案 したが; 彼は形態素と異形態どちらにも形態素とい う術語を用 い ようと した
(M 喝d皿(1986:30)). しか し, それ らの暖昧さが誰もが知 るとこ ろとなり, 形態素は
`
最小の意味の
ある単位
'
と して 定義され るが, そ の術語は 一 連の 異形態に は適用されな い もの となっ た .
Ha由或1942ニ1 70)が
`
形態素単位如orphe m emit)
'
と
`
形態素代替物(m orphe m ealte m ad)
'
を区別す
るために , 異形態の存在を明らかに しようとし, 後にNi血(1948:42 0)がその
`
形態素代替物
'
を
`
異
形態
'
とい う術語に置き換えたと して いる 3.
次に, 亀井 ･河野 ･ 千野(19 %)における相浦分布と異形態の説明を概観する.
亀井 ･河野 ･千野(1996:858)によれば, 相補分布とは, アメリカ の 構造言語学,-特にその音素論に
おける基本的概念で, 自由変異(缶ee vari血 o n)と共に, 非対立的分布(n o n dPPO Sido nal[n on,c o nba stiv e]
disbibudo n)と して, 対立的分布(oppo sido nal[c o血 恐由ve]disbib 血o n)8こ対すると し, 概略的に言えば,
2 つ 以上の音が同 じ音声的環境由ho n edc efIviror m e nt)に決して現れな い場合, こ れらの音は相補分
布(あるいは相補的分布)を示すというとする. また, 相補分布は, 2 つ 以上の音が1 つ の音素とし
て まとめられる条件 のうちの l つ であるとするヰ.
- 方, 亀井･ 河野 ･千野(1996:858)では, こ の相補分布の 概念は, 音素論だけでなく, 形態論や統
語論などにも適用されて いると し, 英語 の過去形を例と して示 しながら, 英語 の過去を示す形態
(m orph)6こは, /-d/(lo v _ed), /-id/仲ap_ed), /-d(lo ok _ed)の 3 種の交替形がみられるが, そ のうち, どの形
をとっ て現れるかは, そ の形態と結びつ い て いる形態素(m orph m e)の最終音の性質によっ て決めら
れて いて, それぞれ同じ環境に現れることがない とする . この ように考えれば, それらの交替形は
相補分布をなして い ると認められ, /-d//-id//-t/は形態素 (ed) の異形態と して結論づ けることがで
きるとする.
亀井 ･河野 ･千野(1996:858)の記述を整理すると, 相補分布とは, 音韻論か ら始まり, 形態論, 舵
辞論まで拡大され, 解釈されるもので あるが 一 方, 異形態は, あくまでも形態論の範囲で解釈され
るもの である. 異形態は音韻論の範将に入るもの でもない し, 統稀給の範噴に入るものでもな い .
相補分布は音韻論的側面で , ある音素とそれと全く違う環境に現れる, 異音との分布, 形態論的側
面で, 基本形とそれと全く違う環境に現れる, 異形態との分布, 統辞論的側面で, ある文とそれと
全く異なる環境に現れる, 文との分布と して現れると言うこ とができる.
本稿では , 亀井･河野 ･千野(1996:858)に倣い , 相補分布を音韻論的範囲だ けでなく, 形態論的範
囲まで拡大し, 英語 の過去形の例のように, 2 つ 以上 の形態が現れるの は, それらの形態と結びつ
い て いる形態素の最終音の性質によっ て決められて , それぞれの形態が同 一 の環境には現れないと
規定し, 異形態を基本形と対立するもの , つ まり相浦分布に従い , 基本形と異なる環境に現れる2
つ 以上 の形態と規定することにする . 換言すれば, 相補分布と異形態は, 必要十分条件を満た して
い るの である. 相補分布が成り立 つ の であれば, ある形態素の異形態が存在する し, 異形態が存在
すれば, それらの形態素の相補分布が成り立 つ ので ある.
2. 2. 現代朝鮮語における相補分布と異形態の例
ここでは, 現代朝 請における相補分布と異形態の例を確許することにする. 現代朝鮮声部こおけ
る 相補 分 布 と 異 形 態 の 例 は , OloJ増(2002:10 7, 109-110)で 簡 潔 に･紹 介 さ れ て い る .
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oloJ 増(2002:109-110)では, 2 つ(ある いはそれ以上の形態が, それらが置カれ る幕境が互 いに排他
的で, 重複するこ とがない場合, その分布を相補分布と呼ぶとし, 例と して格助詞
`
-%' と
`
一書
'
を示 して い る. そこでは, 次のような例文も提示 して い る(原文には例文番号がない).
1) a/司書 朝忠ヰ.5
b.
書
曾喜 甲o] q･ .
c
.
*
督xl%oj盟ヰ.
d
.
'
早手% 可oi 軌
これらの文が成立しない理由は, 前に来る単語 の最終音によっ て,
`
-%
'
と
`
一 昔
'
の分布が決
められて い るからで ある.
`
一書
'
は前にくる語 の最終音が子音の場合, 文の中で格助詞として使わ
れ得,
`
･ 喜
'
は前にくる語の最終音が母音の場合, 文の中で格助詞 として使われ得る. こ の場合,
`
- %
'
と
`
- 喜
'
が相補分布を成して いると言い得,
`
-%
'
が
`
一 書
'
の異形態あるい は
`
一昔
'
が
`
_ %' の異形態である
6
.
3. ヴォイス接尾辞に関する先行研究
ここで は, ヴォイス接尾辞に関する先行研究を概観する ことにする.
まず, 一 般言語学において , ヴォイ ス という術語がどのように定義されて いるのかを概観するこ
とにする.
Klaim an(1991:1)によれば, ヴォイス の分析は記述文法の伝統において最も古い話題の 1 つ である
とする. つ まり, その研究の歴史は古く, それに関する先行研究は, 膨大な数に上ると言い得る.
また, 触 (193:299)によれ ば, ヴォ イス とは,
一 方で は, 動詞 の名詞句の 関与者の 役割
由ardciapant roles)と, 他方では, それら同じ名詞句によっ て もたらされる, 文法関係(如Ⅰ耽 m血 cal
relaho n s)の間の関係を表現する, 文法範噂とされ, ヴォイ ス の範時としては, 能動と受動だけでな
く, 中軌 再帰, 使役等々 も含むとして いる. すなわち, ヴォイス は, 能軌 受軌 中軌 再帰,
と言うことができる. それに加え, 受動や使役はあくまでも概念で
あり, それが形式に反映されれば, 受身形や使役形が現れ, それが文に反映されれば, 受動文や使
役文が現れる.
一 方, 現代朝鮮語の ヴォイス研究において , その研究が始ま っ た歴史は古くない にして も, それ
を研究した論著と論文の数は, 他の分野の研究と比較して , 多いほうだと言 い得る. 1980 年代以
降に発表された先行研究のうち, 代表的なもの として, 菅野裕臣(1982), El 血 m(1984), 菅野裕臣
(1986-7), 襲蕗任(1988), 安乗積 ･ 李琉鏑(1990), Elaim an(1991), 竜祁
oa(192),■ Jq司令196)I
ヱ egモ(197), Zj 旬刊1997), ♀OJ部1997), Ol せq(1999),雀昌玉(200),召^a 千(203), 7何千g(2004)
等々 がある. それらのうち, 豪蒔任(1988), 安乗繕･李跳鏑(1990), エ
egモ(1997), Zj 旬刊1997)で
は, 中期朝鮮語 の受新秋受動X)や使役形(使役X)を取り扱っ て いるが 一 方, 残り のものは, 現代
朝i 請 の受身形(受動文)や使役形(使役2)を取り扱っ て いる･ また, 高正儀(1990), 朴良圭(1990),
Jq相手(1996), 避喜午(1998)では, 現代朝
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と使役形(使役文)に関する, 今まで
の先行研究を網羅的に紹介して い る.
本稿では, これらの先行研究の うち, 菅野裕臣(1982)とJq司令(196)を通 じて , ヴォ イス接尾辞
の特徴を確証するこ とにする.
菅療裕臣(19 82‥280-2 83)に よれば, 現代朝鮮語にお いて動詞をヴォイ ス 的に派生する方法には以
下の ものがあるとされて い る.
(1)
(2)
(3)
ヴォイ ス接尾辞7 - 基本語幹にヴォイス接尾辞をつ ける方法
擬似接尾辞8 ･ ･ ･ 基本語幹に
`
-斗ヰ, ･ スlヲl 中, 一句ヰ, -せヰ, 一骨車中
'
をつ ける方法
分析的な形9 ･ ･ ･ 1)第Ⅰ語基
10＋
`
瑚 卑ヰ
'
,
2)第Ⅱ語基＋
`
Rlヰ
'
という方法
また, (1)の ヴォ イス 接尾辞に つ いて , 菅野裕臣(1982:280)では, ①そ の接尾辞を取り得る動詞が
限定されており, ②ヴォ イス接尾辞により派生 した動詞は受身形や使役形だけでなく, 自動詞や他
動詞にもなり得ると いう2 つ の特徴を指摘して い る11.
ところで, 菅野裕臣(1982)で は, 形態論的観点からだけでなく, 統挿絵的観点からも, 現代朝鮮
語の受動文と使役文を考察して い るが, 本稿では, l^ 瑠手(196)で指摘されて い る, 現代朝鮮語の
受動文に関する統辞論的特徴, その中でも特にヴォイ ス 接尾辞により, 動詞が他動詞から受身形に
派生するもの を中心に概観することにする.
Jq 瑠手(1996:1057-1059)によれば, ①形態論的には , ヴォイス接尾辞によっ て動詞が他動詞から受
身形に派生 し, ②能動文とそれに対応する受動文を備え12, ③能動文とそれに対応する受動文 の意
味が同じ13とい う3つ の要件を満たすものが真被勤郊萱杷疑殉と して見なされるとし, 以下の例
文が示されて い る(例文番号は, 本稿がつ けたもの である).
2) a . 7q7一計舎 要旨中. 〔能動文〕
(犬が鶏を追う. )
b
. 計ol 7肘l刀卜費?J ヰ. 〔受動文〕
(鶏が犬に追われる . )
しか しながら, 現代朝鮮書割こお いて, 例え, ヴォ イス接尾辞を持つ ことができる動詞であっ たと
しても, 動詞によ っ ては能動文だけが存在 したり, ある いは受動文だけが存在 したりする場合も,
多々 あるため, Jq 相弔1996:106l-1062)におい て言及された真被動文の数はあまり多くないと言うこ
とができる
14
.
また, Jq 相手(1996:1063-]070)では, この裏被軌文招司青草)の他に, 真被動文 の要件を全て満た
すことがセきない不具被勤文(% 干司号%), 対応する能動文 の 目的格がその まま残 っ て いる目的格
被軌文(号司司司青草), 表面には 一 部の被勤文形式を見せるが, 実際には被動の動作を表さず, た
だ結果状態を表す俣被動文(7伺 青草)があるとし, 以下 の例文を示 して いる. 3a-b)が不具被動文,
4a-b)が目的格被軌文, 5a-b)が仮被勤文の例である(例文番号は本稿で つ けたもの である).
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3) a . 1祐 且 三% 曾ol 沓 o1 句6J ヰ.
(私は最近 ご飯があまり食べ られない . )
b . ?叫7T 且 三舎 せ舎 沓 ot_iT 句旨中.
(私が最近ご飯をあまり食 べ ない . )
4) a . 喜olフT 番♀喜 望千句暮 雪戴斗
(ス ニ がチ ャ ンウを脇腹(チャ ンウの脇腹)をつ つ いた, )
b. 巷♀フT 告olol1月l 翌干司書 智恵ヰ.
(チャ ンウがス ニ に脇腹をつ つ かれた . )
5) a . ti] 曽ol 沓o1 句%Jtl.
(私の言葉があまり飲み こまれない . )
b .
*
(入棺号ol)叫 普% 沓o1 司きヰ
((人々 が)私の言葉をあまり飲み込まない . )
先の菅野裕臣(1982)と辞舛呪(1996)の概観を通 じて , 現代朝鮮語の ヴォイ ス接尾辞の特徴はそれ
を取り得る動詞が制限され, ヴォイス接尾辞がつ いて , 受身形や使役形だけで なく, 自動詞や他動
詞にも派生するという形態論的特徴の他に,動詞によ っ て能動文や受動文 しか存在しない藤倉があ
る等の統辞論的特徴が導き出される. しか しながら, 本稿で取り扱うのは, あくまでもヴォ イス接
尾辞
`
-
ol-, -%l-, 一 斗, JIJが相補分布を成し,それらを異形態と呼び得るかとい うことであるの で,
本稿では,現代朝鮮語の ヴォイス接尾辞の特徴のうち, 統辞論的特徴は,取り扱わない ことにする.
とこ ろで, ヴォ イス接尾辞
`
-
ol-, - %l-, 一句- , - フl-
'
が相補分布をな し, ヴォイス接尾辞
`
- oI-, - %l-,
-司- , Jl} の うち, 基本形がどれで, どれが異形態であるかとい う議論は, 先行研究において , 揺
とん どなされて いな いと言える. ただ し, 菅野裕臣(1986-7:61J54)では, 現代朝鮮語の受身形と使
役形を, 安乗蒔 ･李班鏑(195X):129-136)で は, 中期朝鮮語 の受身形と使役形を, 襲繕任(1988:21-22)
では, 中期朝 召qql(1997:84, 108, 131, 152, 169, 193)では, 中期朝鮮語の使
役形を, 考察しており, ヴォ イス接尾辞
`
- ol-, - %l-, 一 斗 , - フIj のうち, どれがそれを取り得る動詞
に つ くかは,それがつ く動詞 の語末音によっ て, ある程度,決定されるという傾向を提示して いる.
また, 豪繕任(1988:21-22)では, 受身形や自動詞 に派生させる
`
一 斗, - %l-, 一 斗, Jlj が, 適時論的
に どの ように変遷してきたかを, 召旬刊(1997:212)で は, 使役形や他動詞に派生させ る
`
- Ol-, - %l-,
一 句-, - フト
'
が通時論的に どのように変遷してきたかを, 概観することができる.
また, 襲穂任(1988:21-22), 菅野裕臣(1986-7:61,64)そ して召q q(1997:193)の考察を総合する と,
現代朝鮮語の ヴォ イス接尾辞として,
`
-
Ol-, - %l-, 一 斗 , Jl} だけでなく,
`
一手- , 一 千- , ヰ ー,
- 1 ♀-, - 琳, 一 旦 ヲl-, - olヲl- ' も認めることができる.
これらの論文 と論者に加えて , 金星窒(1987:46 4 9)では, 音韻論的側面で , 受身形と使役形が共
時論的な派生であり得ない と見ており, 宋詰儀(1992:180-185)でも, そ の意見に同意 して いる ･ そ
の理由として, 2 つ のもの を取り上げて いるが, その中でも特に大きな理由となっ て いるの が, ヴ
ォイ ス接尾辞の異形態である
`
-
Ol-, - %l-, - e]-, - フIj 等は音韻論的に条件づけられるものであると見
なければならないが, これらが現れる音韻論的環境を正確に明示するこ とができない からというも
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の である. 本稿の立場は, これらの先行研究に 同意するも のである. つ まり, ヴォ イス接尾辞が相
補分布をなし, それぞれを異形態と呼び得るかに つ いては , 共時論的な要因だけでなく, 適時論的
な要因も複雑に からん でい る問題なの である.
これらの先行研究は , 現代朝鮮語 の ヴォ イ ス接尾辞が, それが つ く動詞 の語末音によっ て決定さ
れるということに言及 した点 で特筆す べき考察を したと言い得る. しか しながら, これらの論文は
ヴォイス 接尾辞を取り得る動詞全て を取り扱っ てないという点で, ヴォ イ ス接尾辞
`
- ol-, - %l-,
一司 - , - 7ト' とそれらが つく動詞 の語末音の関係につ い て, まだ再検証する余地があることがわか
る.
4. ヴォイス接尾辞は異形態で あるか
ヴォイ ス接尾辞は異形態で あるか を論ずる前に, ヴォイス接尾辞
`
-
oト, -司 -, 一司- , - フIj が相補分
布をなすかを考察しなければならない . というの は, ヴォ イス接尾辞
`
-
o1｢ 一句 -, 一句- , - フト
'
が相補
分布をなして いることが証明されれば, それらの接尾辞が異形態であるというこ とも証明されるか
らで ある.
本稿では, 菅野裕臣他編(1991
2
)に収録されて いる語嚢を中Lに , ヴォイス接尾辞を取り得る動詞
を調査し, それらの接尾辞が相補分布をなして いるかを検証することにする . ヴォ イス接尾辞を共
時論的な観点だけでなく, 通日窮給的観点も含めて, 考察する必要があるように思われる. とい うの
は , 通時論的な変遷, 例えば表記法上 の変化や形態の変化, そして 正書法の改定等を通 じて , それ
らの接尾辞が付き得る, 条件や環境もまた変わっ た可能性があるからである.
5. 菅野裕臣他編(1991
2
)におけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞
ここでは, 菅野裕臣他猟19912)における ヴォイス接尾辞を取り得る動詞 を, I)そ の数はどれくら
い で, ヴォ イ ス接尾辞 のうち, どの接尾辞が頻繁に使われて い るか , 2)それらの ヴォ イス 接尾辞が
現れるのは, どうい う環境か, 3)ヴォイ ス接尾辞が相補分布をなして いるかという観点から考察す
るこ とにする .
5. 1. 菅野裕臣他編(1991
2
)に おけるヴォイス接尾辞を取り得る動詞の数
菅野裕臣 燭 19912)におい て , ヴォ イス接尾辞を取り得る動詞の数は, 191個である(ヴォイス接
尾辞を取り得る動詞 の リス トは, 本稿の末尾にあげることにする). それ らの動詞 のうち,
`
音畔
(絶つl
`
音71中' (絶たれる),
`
音中
'
(切る)
`
音olヰ' (初れる)のように, l つ の動詞が2つ 以上
の ヴォイス接尾辞を取り, それぞれが意味論的に異なる場合が6例であるの で, ヴォイ ス接尾辞を
取り得る動詞 の数は, 185 個ということになる
15
. また, ヴォ イス接尾辞を取り得る動詞のうち,
ヴォイス接尾辞
`
-司j を取る動詞が 61個で, - 香, 多く, 次に
`
-
Ol} の 50 鳳 `- %l- ' の 36
価,
`
- フl} の 20鳳 `ヰ } の 10個, ` - 1斗
'
の 9個, その他の 3個 16,
`
-幸一
'
と
`
一千∴ の1
個の順で ある.
∵ 尤 ヴォイス接尾辞を取り得る形容詞と存在詞の数は, 14個である . それらの形容詞のうち,
1 つ の形褒詞が2 つ 以上 の ヴォイス接尾辞を取り得る場合はない . また, ヴォ イス接尾辞を取り得
- 6 -
る形容詞と うち, ヴォイ ス接尾辞
`
- %l} を取る形容詞が9個で, 一 番, 多く, 次に
`
ヰ}
の 2個,
∫
- oト
'
の 2個,
`
一 琳
'
の 1個の順である.
これらの結果を整哩すれば, 次のようになる.
ヴォイ ス接尾
秤
その数 備考
動詞
- oト 50
`
音中, 771 ヰ, 句中, 壇ヰ, 生ヰ' 等 の 動詞 を
含む.
- %l- 36
`
句中, 費q} 等の動詞を含む.
一句- 61
`壇ヰ
'
を含む.
- フl- 20
`
昔年
'
を含む.
a
‾ T
- 1.0
`
plヰ, 暑中
'
動詞を含む .
-1 ♀- 9
` 生ヰ
'
を含む.
そ の他 3 `e'a 斗oa旦ヲl 中, 書こトきolヲl 中, t]l辛亡トtjl司q'
.= モ.‾ T ‾ 1
`
安中
'
一千- 1
`
暑中
'
計 191
形容詞
存在詞
- ol- 2
- %l- 9
ス
‾ T - 2
⊥亡恥 1 存在詞
`
敵中
'
に つ く.
計 14
表l. 菅野裕臣他編(1991
2
)におけるヴォイス捷尾辞を取り得る動執 形容詞の数
5. 2. 動詞に おいてヴォイス接尾辞が現れる環境
ここでは, 動詞において, ヴォ イス 接尾辞が現れる環境, すなわち, それが つく動詞 の語末音は
どうなっ て いるかを詳 しく考察するこ とにする.
5. 2. 1. 動詞にヴォイス接尾辞
`
- oIJ がつく場合
動詞に ヴォ イス接尾辞
`
- olj が つく場合, その接尾辞が つく動詞の語末音は, 母音が最も多く,
26個であり, 次に fll
'
が7個,
`
｢
'
が5個,
E
己
'
が4個,
`
奇
'
と
`
己 E
'
が2胤
`
E
'
,
`
正
'
,
`
L 奇
'
そ して
`
己 号
'
が1個の順である. これらの結果を整哩すると, 次のようになる.
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ヴォイ ス接尾辞
`
-
ol} が つく動詞の語末
也
【ヨ
その数 例
母音 26
`
沓ヰq-, 書中ヰ, 喜司叫中
'
等々
｢1 7
`
肴ヰ, 尊卑, 常ヰ, 景中' 等々
｢ 5
`
車中, 句中, 寺ヰ, 卑ヰ
'
等々
弓≡ 4
`
71 % ヰ, 普ヰ, 壇ヰ, 書中
'
-
呑
■ 2
`
尊卑, 尊卑
'
己 E 2
`
昏ヰ, 書中
'
冒 1
`尊卑
'
3三 1
`t:a ヰ
'
L T5
- 1
`
音ヰ
'
己 奇 1
`
書中
'
合計 50
表2. ヴォ イ ス接尾辞
`
-
o1-
' がつく動詞の語末音
ところで, 母音語幹の動詞に ヴォイ ス接尾辞
`
-
oI-
'
が つ く場合,
`
沓叫q(くるむ)
'
< <[b 動詞> >-
` 桝 olq(くるまれる)
'
< <受身形 - の ように, 前の 母音とヴォイス接尾辞
`
-
ol-' が別々 に現れ
たり,
`叶qiかえi
-
)
∫
- 他動詞>> -
`
瑚q(かえる)
'
< <自動詞>>の ように, 前の母音がヴォイ ス 接
尾辞
`
_
ol- ' を包含して , 現れたりする17, 一 方,
`
杏ユ 叫脊干叫漬ける)
'
< <他動詞>> -
'杏フl叫漬
かる)
'
< <自動詞> >の ように, 他の動詞とは異なる派生を見せるもの もある･ これは
`
沓｢ -
'
まで
を 1 つ の語幹と見徹 し, それに ヴォイ ス 接尾辞
`
- o1-
'
が つ き,
`杏フ1ヰ' に派生 したもので ある
と解釈することができる
1S
.
また, 本稿では, 劉昌惇(1994
10
)に掲載されて い る, 中期朝鮮語の語嚢の うち, ヴォイス接尾辞
`
-
o1-
'
が動詞につ い た形と して , 次のもの を調査した.
土 フl中, 可フlヰ, 仝71ヰ, 手フl ヰ, 71♀句中, 三司ヰ, 叫句中, ヒ%lヰ, 斗%lヰ, 旦句
中, 可司q, 音%lヰ19
現代朝鮮語では, これ らの動詞は, 次の ように表記される ･
キol中, 句 o一中, 卑olヰ, 寺ol中, フl%olヰ, き olヰ, 壇ol中, 専olヰ, 沓olヰ, 昔ol
ヰ, I:aol中, 音 Olヰ19
このような表記上 の相違は,
`
ハ ングル綴字法統 一 案
'
(1933)や
`
ハ ングル綴字法
'
(1988)が導入
されることによ っ て, 現れたの である20.
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5
.
2. 2. 動詞にヴォイス接尾辞
`
- %lJ がつく場合
動詞にヴォ イス接尾辞
`
- %l-
'
が つく場合, その接尾辞がつ く, 動詞 の語末音は,
`
tj
'
が最も
多く, 9個であり, 次に
`
｢
'
が8個,
`
ス
'
が6個,
`
+ ス
'
と
`
t=
'
が4個,
`
己 ｢
'
が3個,
`
己 tj
'
と母音が1個の順である. これらの結果を整壁すると, 次のようになる.
ヴォイス接尾辞
`
- %l-
'
が つ く動詞の 語末
忠
日
その数 例
t〕 9
`
晋ヰ, 音ヰ, 尊卑, 小量 督ヰ' 等々
｢ 8
`
卑ヰ, 司q-, 卑ヰ, ^j ヰ
'
等々
ス 6
`
晋ヰ, 費ヰ, 喫ヰ, 早賀ヰ
'
等々
L 六 4
`
7T 卑告ヰ, 奄司敦中, 敦ヰ' 等々
t= 4
`
せヰ, 暑中, ヰ昔q-
I
‡三 ｢ 3
`
音ヰ, 讃ヰ, 朝ヰ
'
己1∃ 1
`
甜中
'
母音 1
`
叶子中
'
合計 36
表3. ヴォイス接尾辞
`
一句} がつく動詞の語末音
ところで, 母音語幹
`
7一千叫閉じ込める)
'
< <他動詞>>にヴォイ ス接尾辞
`
- %l-
'
が つ く場合,
`
zi%lqi閉じ込 められる)
'
< <自動詞> >という動詞が派生する.
`zi%lq} は
`杏ユql杏子ヰ
'
-
`
杏71ヰ
'
のように,
`
7t= - ' を1 つ の語幹と見徹し, それにヴォイス接尾帝 `- %l-
'
が つ き,
`
zi司ヰ
'
に派生したもの であると共時論的に解釈することができるかも しれない . しか しながら, その よう
な共時論的解釈には無理がありそうで ある. というの は, 動詞
`
7一千q
'
は
`
杏ユtr/沓干ヰ
'
や
`
王q-
'
の ように旦語幹でないからである. 襲蒔任(1988:25)では,
`
を可畔 を適時給的に解釈し
て いる. それによれば, 中期朝鮮語の動詞
`z1ヰ' に, 使動化が起こり,
`
フt王ヰ' に派生するが
一 方, その動詞
`を中
'
にも, 被勤化も起こり,
`
フ咽 中
'
に派生したとされる . その上 使動化
した動詞
`
フl主ヰ'
程を経るにつれて,
`
フ一句ヰ - を句中'
また, 本稿では,
において , 被軌化が起こり, 動詞
`
7一句中
'
に派生したとされる. 更にその過
`
7一三Olヰ
'
は
`
7Tqヰ
'
より頻度が低い こともあっ て, 現代朝鮮語にお いて
の ように統合されるとして いる.
劉昌惇(1994
1
りに掲載されて い る, 中期朝鮮語 の寄集のうち, ヴォイス接尾辞
`
一句- ' が動詞につ いた形として , 次のものを調査 した.
不可ヰ, 叫ヲlヰ, 可ヲlヰ, 叫ヲIq-, jl句中, 叫jRl 叫, 千句ヰ, oljRl中, 音ヲIq-, o]e ヲlヰ
現代朝鮮語では, これらの動詞は, 次のように表記される .
督%lヰ, 卑%lヰ, 可%l中, 卑%l中, 晋%l ヰ, 費%l中, 昔%l ヰ, 汝%l中, 音%lヰ, 層%l 中
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こ のような表記上 の相違は, 5.2.1 で言及 した場合と同じく,
`
ハ ングル綴字法統 一 案
'
(1933)や
`
ハ ン9
1'
)レ綴字法
'
(1988)が導入されることによ っ て , 現れたの である
20
.
5. 2. 3. 動詞に ヴォイス接尾辞
`
-司J がつく場合
動詞 にヴォ イ ス接尾辞
`
一句 -
'
が つく場合, その接尾辞がつ く動詞 の語末音は,
`
己
'
が最も多
く, 39個であり, 次に 己 変格が 16胤 t=変格が 4個,
`
己 T5
-
'
が 2個の順である 2l. これらの結
果を整理すると, 次のようになる .
ヴォイ ス 接尾辞 `一司J がつ く動詞 の 語末
立
E3
そ の数 例
己 39
`
書中, せ中, 曹ヰ, T'al-ヰ' 等々
旦変格 16
`
7t呈中, 千早ヰ, 中主ヰ' 等々
t=変格 4
`
奄ヰ, 書中, 暑中, ゼ中
'
己 奇 2
`
宮中, 尊卑
'
合計 61
表4. ヴォ イス接尾辞
`
-司 -
'
がつく動詞の語末音
とこ ろで, 共時論的に解釈をすれば, 動詞の語末音が己 の場合, そ の動詞はヴォイス接尾辞
`
一句 -
'
を取るとしなければ, ならない で あろう. また,
`
フ†卓 ヰ, 千早中, 中主ヰ' や `奄ヰ, 書中, 書中,
ゼヰ' の 孟変格用言とt=変格用言であるならば, ヴォイス接尾辞 `一句} が つく の ではなく , ヴォ
イス接尾醇
`
Jl-
'
が つ くと しなければ, ならない だろう. つ まり,
`
沓己 -
'
や
`
奄 己 -
'
に
`
一句}
がつ き,
`
沓 己司畔 や `奄 己 司ヰ' と いう動詞が派生されるので はなく, ヴォイ ス接尾辞
`
- oト
'
が つ き,
`
沓司ヰ' や `召司q' とい う動詞が派生されるの である22.
∵ 方, 適時論的な解釈をすれば, 次の ようになる. 袈蒔任(198S:24)では, 例えば
`
吾 o1ヰ→ 普句中
'
,
`
望olヰ → 望司畔 の ような不規則用言の例をあげて いる . それによれば, 中期朝鮮語で
`
- Ol}
で現れて いた多く の例が後に .
`
一句j に対置したとされる. このような例は, 結尾 その時期に中
期朝
23
を話して い た人々 の発音が変わ っ たの で はなく, 表記法上の違い に過ぎないと して いる
5. 2. 4. 動詞に ヴォイス接尾辞
`
- 7lJ がつく場合
動詞にヴォ イス接尾辞
`
- フト' が つく場合, そ の接尾辞がつ く動詞 の語末音は,
.
`
ロ
'
が最も多
く, 8個であり, 次に
`
人
'
が4胤
`
己 ロ
'
と
`
+
'
が2個,
`
.=
'
,
`
天
'
,
`
E
'
そ して
`
+ 奇
'
がl個の順である. これらの結果を整理すると, 次のようになる.
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ヴォ イス 接尾辞
`
- フl-
'
が つく動詞 の語末
忠
lヨ
その数 例
ロ 8
`
沓q-, せヰ, 骨q- , 音q-
' 等々
ノ＼ 4
`
嘆ヰ, 咽祭中, J54R q-, 食中
'
ミ≡ ロ 2
〈
普ヰ, 島中
'
+ 2
`o1 ヰ, ^J q}
t = I
`
掌中
'
犬 1
`
費ヰ
'
E 1
`
普ヰ
'
L 奇 1
`
音ヰ
'
合計 20
表5. ヴォイス接尾辞
L
･7l} がつく動詞の語末音
とこ ろで , 安乗蒔･李琉鏑(1990‥130-1, 136)では, 現代朝鮮語
`
乳 %-, 外 患-, 各
'
の古形
である
`
外(舵), 音イ陰), ･
^R イ洗), 怠-(移), 曹一節)
'
等々 のように , 語幹宋音に
`
ロ
,
入
'
がくる
時, それらの動詞がヴォイス接尾辞
`
- 7l-
'
を取ることを示 して い る. つ まり, 現代朝鮮語のヴォ
イ ス 接尾辞の特徴と中期朝鮮語の ヴォイス接尾辞の特徴が, あまりにも似通っ て いるの である･ こ
のように通時論的変遷が,共時論的問題にどの ように関与するかは, まだ,未解決な部分が多いが,
ヴォイス接尾辞に関しては, 適時論的変遷が, 共時論的問題にも大きく関与 して いると言うことが
できる. 襲繕任(1988‥23-24)で犠 ヴォイス接尾辞を通時論的に考察すると, 現代朝鮮語の ヴォ イス
接尾辞を理解する上で , 役立つ 幾つ かの事項を見つ けることができると して, 次の ようにヴォイス
接尾辞を音韻論的な面で考察してい る.
1 . ヴォイ ス接尾辞は
`
- 0ト
'
を基本書とし, 音韻論的条件による異形態となっ て いることは,
前でも述べ た. すなわち
`
- %l-
'
や
`
- 7lJ は, 本来,
`
- ol} に基づいたが, 先語幹宋音
との つ ながりから, より明確な発音のために, 自然に変異 した形態なのである･ したが っ
て , 中期朝鮮語では,
'
- Ol- ' と いう形態が
`
- %l･
'
や
`
- 7l-
'
を数の面でもかなり上回り,
基本形簡素として の面貌を見せるが, 現代朝鮮瓢 こ至り, 少 しずつ , i%l, 礼 フl)に対置
する. こ の理由として , 表記法上の変化と形態の変化があるとする･
2 . 中期朝鮮語で
`
-
Ol} の使用に つ いて の制約が鄭七朝鮮語より, 減 っ たという事実を他の
角度から見ることができる. 現代朝鮮語では先行語幹末音が 〔凸l〕 となっ て いる, 2音節
以上の動詞には, ヴォイ ス接尾辞がほとんど統合されない のに対 して, 中期朝鮮語セは,
このような制約がかなり少ない . その例としては, 次の もの がある ･
且司ヰ - 且司olqi使ド雀Jq18:43>, ユ句中- ユ司olq(萄<手鼻j3:10>
また, 1 につ いて , 豪商任(1988‥23-24)では, 前者の例として, 先の 5･2･3 で取り上げた不規則用
言の
`
_ Ol} '
`
_e]_
,
という変化を, 後者の例として, 先の 5.2二2 で取り上げた動詞
`
桝
'
の
'
-
Ol- I
- ll-
>
` ヰ ' あるい は ` - 7ト: という変化をあげて い る.
5･ 2
･ 5･ 動詞に ヴオイネ接尾辞
`
-＋} が つく場合
動詞に ヴォイ ス接尾辞
`
ヰ
,
が つく賂台･ , そ の接尾辞がつく動詞 の語末音は, 母音が 9個であ
り
, 次に 七
'
が 1個の順である･ これらの結果を整理すると, 次の ように なる.
ヴォイ ス 接尾辞 `ヰJ が つく動詞の語末
立
日
そ の数 例
母音 9 `瑚ヰ, 叫中 人Ⅵヰ 句中' 等々
t= 1
I J
`
書中
'
合計 10
表6･ ヴォイ ス接尾辞
`
ヰ
'
がつく動詞の語末音
こ のうち, 動詞 の語末音が母音の藤倉, その母音が
`
¶
,
か
`
1
,
に限定される. これは動詞 の
語末母音にヴォイ ス接尾辞
`
-
ol: がっ く象合と大きな違いで ある ･ 後者は動詞 の 語末母音が
`
T,
⊥
,
-
'
の時にだけ, つく からである 劫 ･ また
,
`
喜q(出る)
'
<<自動詞, ,- ` 甲 qiあげる)
,
< <
他動詞> >kつ いて は, 中期朝鮮語の ヴォ イ ス接尾辞がそのまま残り, 現在まで伝わっ て いると考
えられる ･ そ の理由として
7 安乗蒔･李就SS(1990･･132)において , ヴォイ ス 接尾辞
`
-j U♀: がつ く
動詞の中に 阜(罪)
'
があり, それは
`
王3i- , の ように派生するとい う事実が示 されて いるから
である･ この動詞 は, 母音が ` ⊥ ' から ` T
,
に変わり,
`
喜♀q, という現在の形になっ たと考
えられる .
5･ 2･ 6･ 動詞にヴォイス接尾辞
`
-1 ♀ノ がつ く場合
動詞にヴォ イ ス接尾辞
`
-1斗
'
がつ く場合, そ の接尾辞がつ く動詞の語末音は, 全て母音であ
り, その数は 9個である･ ヴォ イ ス 接尾辞がつ いた形は,
`
司♀q
,
,
`
l^ ♀q- ,, `司♀q- ,, `祁♀ヰ
,
,
`
胡♀tT'･
`
ヲl ♀q-
'
･
<瑚♀ヰ, の ように, 全て動詞 の語幹にヴォイ ス 接尾辞 `11 辛- , が抱合さ
れ て い る ･ ま た ,
`
ヲ1 ♀ヰ' は ` 王ヰ, か ら派生 したもの で ある が, これ も先に言及 した
`杏ユq/杏干ヰ' と同 じく, ` ･7 ' までを1 つ の語幹と して見倣し, それ にヴォイ ス 接尾辞 `-i辛- ,
が つ いて, 派生したもの と解釈することができる.
一 気 中期朝鮮語 では , これら の動詞は どの ように派生 した の であろうか , 安乗蕗 ･李就鏑
(1990:132)では ,
`
叫3Z), フ叫BE)
'
は,
`
札 朴 に派生するとして, ヴォイス接尾辞 `- ol} に
よる派生と して いる･ これ らの動詞には, 適時論的な説明がうまく適用できないようヤある .
5･ 2･ 7･ 動詞にその他のヴォイス接尾辞が つく場合
こ の場合に属する動詞と して は,
`
雪印起こる)
'
< <自動詞 - `oa且ヲIq(起こi
-
)
,
< <[b動詞 》 ,
`
きqi回る)
'
< <自動詞, 他動詞 - `き olヲーq(振り返る)
,
< <[h動=g>>)そ して
`
叫羊q(照ら1)
,
< <他動詞>>- `叶司qi照る)
'
<<自動詞> >がある･ ところで , これらの接尾辞 `一 旦ヲト, - ol7l-, - ～
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→ 与
'
をヴォイス接尾辞として認めるこ とができるの であろうか . 共時論的に観 融 ゝら言えば,
これらの接尾砕は動詞に つ いて, 自動詞から他動詞に派生させたり, 他動詞 から自動詞に派生させ
たりして いるの で, ヴォイ ス接尾辞と して見徹さざるを得ない : 方, 安乗蕗･ 李洗鍬190‥129-136)
では, 中期朝鮮語におけるこれ らの古形に関して , 何ら言及がない . これらの事実を踏まえると,
これ らの接尾辞は , 比較的新しく できた接尾辞と して考えるこ とができないだろうか 25. また,
`
ul手中' - ` 哨 q' に つ いて , 安乗繕･李琉鍬1990:133)では,
`
咽 イ照)
'
-
`
叶司♀-
,
という
派生を認め, この動詞は ヴォイス接尾辞
`
ヰ ー
'
によ っ て派生すると して いる. これらの動詞がど
のような変遷を経て,
`
ul 手中
'
-
`叫司q: にな っ たかは, 明らかではないが, 中期朝鮮語 の `叫卦 '
-
`
可司斗
'
という派生が現在の語形
`
叫手q- I - `叫句中
'
に影響を及ぼしたというこ とは間違い
ない .
5
.
2
.
8
. 動詞にヴォイス接尾辞
`
一手ノ がつく場合
動詞 にヴォ イ ス接尾辞
`
阜
'
が つく場合は,
`
安中 だけである . とこ ろで, 安乗蕗 ･李班鏑
(1990:133)によれば, 中期朝 請の動詞
`
1卦(主動
'
に つく ヴォイス接尾辞と して ` 一 旦ノ革ノ が取り
上げ,
`
洛
'
に
`
一 婦
'
が つ い て,
`
貸主} という動詞に派生すると して いる. 次に,
`
⊥
'
か
ら
`
T
'
- の変化が生 じ,
`
貸手畔 という動詞が生 じたと通時論的に予測することができる. つ
まり, ヴォイス接尾辞 `-手j は, 適時論的に変遷を経て, そのままの形を保ちながら, 音変化に
よ っ て , 多少, 形を変えつ つ , 現在にいたっ たとするの が妥当であるように患える. 一 方, 安乗樽･
李班鏑(1990:130)によれば, 動詞
`
鞍(中)
'
にヴォ イ ス接尾辞
`
-司} がつ いた 叫朴 ' とい う派
生形も, 請 の文献に存在したことが立証されて い る . こ の事実によ っ て, この動詞が中期
朝鮮語の時から
`
可q' ∴ 可フItT' , `句q' - `可ヲl ヰ' の ように, 意味の相違によ っ て , 2 つ の
ヴォイス接尾辞を異なっ て, 取ることができたこ とがわかる.
5. 2
.
9
. 動詞にヴォイス接尾辞
`
一 千-
'
が つく場合
動詞にヴォイス接尾辞
`
一千ノ が つく勢合は,
`
書中
'
だけである. とこ ろで
`
喜干q
'
は方言
であるという見解もある . これにつ いては, 実際の用例や母語話者を通じて, 確羅 しなければ, い
けない作業である. これにつ いて は, 今後の課程であると言える.
5. 3. 形容詞においてヴォイス接尾辞が現れる環境
ここでは, 形容詞において , ヴォイス接尾辞が現れる環免 すなわち, それがつ く, 形容詞の語
末音はどうなっ て いるかを詳しく考察することにする.
5. 3. 1. 形容詞にヴォイス接尾辞
`
- oド がつく場合
形容詞にヴォイス接尾辞
`
- ol} がつく場合, `奄q- ' と `泰斗' だけである. ところで, 動詞
にヴォ イス 接尾辞
`
- ol-
'
が つく 場合,
't=aヰ
'
という動詞があっ た . これらの例から考えると,
共時論的にヴォ イス接尾秤
`
- oト
'
は動詞や形容詞 の語末音が
`
正
'
の時にも, それらの動詞や形
容詞に つくことができると青い得る.
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5. 3. 2. 形容詞に ヴォイス接尾辞
`
一可 -
'
が つく場合
形容詞にヴォ イ ス接尾辞
`
一句 -
'
が つ く 鎗合, そ の接尾辞が つく動詞 の語末音は,
`
t]
'
が 7 個
であり, 次に
`
己 ｢
'
が2個の順で ある. これらの結果を整理すると, 次の ようになる.
ヴォイス接尾辞
`
- %lj がつ く形容詞 の語
宋音
そ の数 例
tヨ 7
`
7
u
T･Al召中, L=aヰ, 句召ヰ
'
等々
己 ｢ 2
`
軒ヰ, 暑中
'
合計 9
表7. ヴォイス捜尾辞
`
- %l} がつく形容詞の請宋音
これらの結果から, 形容詞 の語末音
`
tj
,
己 ｢
'
の場合, 動詞 の場合と同じく, それらの動詞 の
語幹にヴォ イス接尾辞
`
-%l} が つ くと言うことができる.
5. 3. 3. 形容詞に ヴォイス接尾辞
`
一幸-
'
が つく場合
形容詞にヴォ イス接尾辞
`
ヰj が つく場合は,
`
蛍ヰ
'
と
`
貴q
'
の 2 つ しかない . 安乗積･李
洗鍬1990:133)では, 動詞
`
熟〔淘
'
につ いて は言及があるもの の , 形容詞
`
せ畔 と
`
貴ヰ' に
っ いては , 言及がない . 詳 しい説明はできない もの の, これらの形容詞も動詞
`1卦(逮)
'
と同じく,
ヴォ イス接尾辞
`
一旦/辛ノ が つ き,
`
せ圭 一 , 貴幸} という動詞に派生するとすることができない
だろうか . そ して,
`
墳墓j に関して,
`
ェ
'
から
`
T
'
- の変化が生 じ,
`
☆手中, 貴幸tT' とい
う動詞が生 じたとすれば, 先の
`
卦(逮)
'
と同様な予測が可能になる･
5. 3.4. 形容詞にヴォ イス接尾辞 し o¶-
'
が つく場合
形容詞にヴォイ ス接尾辞
`
- 琳
'
が つ く場合は, 存在詞の
`
駁tT
'‾
しかない . 安乗蒔 ･李跳鏑
(1990:133)では, ヴォイ ス接尾辞
`
-
ol(1[
'
と
`
-jU斗
'
が2重につ く例もあるとして,
`
酬 ♀イ乱
&)
'
等の例をあげて いる . 2重につ い たヴォイス接尾辞
`
- ol♀} がどのような過程を経て ,
`
- 恥
'
とい う形態に変わっ た のか, あるい は
`
-
Ol ♀-
'
とい うヴォ イス接尾辞の代わりに, 接尾辞
`
- 琳
'
が新しく導入されたの かは, 明らかではない . また,
`叙q' が存在詞であるという点でも, ヴォ
イス接尾辞
`
- 琳
'
は, 動詞や形容詞につくヴォ イス接尾辞とは特徴が異なると言い得る･
5. 4. ヴォイス接尾辞が相補分布をなして いるか
2.1 において , 相補分布を音韻論的範囲だけでなく, 形態論的範囲まで拡大し, 2 つ以上 の形態
が現れるのは, それらの形態と
J:
l口
･て いる形態素の最終音の性質によっ て決められて, それぞ
れの形態が同 一 の環境には現れない と規定した . 果た して ヴォ イス接尾辞
`
-
ol-, -%l-, ヰ , - フト,
辛 , 一 千-, ヰ , -1 斗; 一 札 一 旦ヲl-, - olヲl-
'
は相補分布をなして い るのだろうか ･ 先の調査に
ょれば, これらの ヴォ イス接尾辞がつ く動詞の語末音のうち, 異なるヴォイス接尾辞が同じ語末音
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におい て現れる場合があるこ とがわかる. それを整理すると, 次のようになる.
重なり合う語末
ゴこ
Eヨ
ヴォイ ス接尾辞 重なり合う語末
立
‡ヨ
ヴォイ ス接尾辞
母音 - oト, - %l-, -辛- , - 1 ♀- 六 - %l-,一 幸-
｢ - ol-, 一句- L 奇･ - ol-, -7l-
t = 一句-, - 7l- 己 奇 - 叫, 一司-
己 - ol-,一 斗, 一 旦 Fl-, - olヲト
表8. 異なるヴォイス捜 掛 て同じ語末音で重なり合うことを示す表
先の図からもわかるように, 異なるヴォイス接尾辞が同じ語末音にゴ訊 ､て重なり合うの であれば,
到底 ヴォイ ス接尾辞が相補分布をなすとは言うことができない ･ ところで, これらの ヴォイス接
尾辞が, なぜ, こ のように重なり合っ て , 現れるかは, 共時論的に説明するよりも, 適時論的には
説明することがより妥当で あるように思える. 例えば, 動詞の語末音が
`
｢
,
t=
,
己
,
ス
,
L 奇
,
己 奇
'
の場合, ヴォ イス接尾辞が2 つ 以上 重なっ て いる. 先に示 したように, これらの現象は, 適時論
的変遷, つ まり連綴表記が分綴表記に変わることによ っ て , 生 じたものである･ 先にも示 したが,
これらの例として劉昌惇(1994
1O
)に掲載されて いる中期朝鮮語の語嚢を示すことにする･
可71 ヰ, 可ヲItT, 半可中, フ1♀句中, せolヰ, 叫jRl ヰ, 中主ヰ, 音%lq-
現代朝鮮語では, これらの動詞は, 次の ように表記される･
中l ヰ, 句%lヰ, 昔%l ヰ, フl %ol ヰ, 曹司中, 費%l ヰ, 安手中, 音 Ol 中
とこ ろで, 中期朝鮮語では, ヴォイス接尾辞
`
- 風 早
'
があり, その例として
`
卦(毒針 が
`
貸主 -
'
に派生するもの があり, それが現代朝鮮語にも伝わり,
`
安手中, ま手中, 貴幸ヰ
'
のように表記
されたと解釈され得る. 一 方,
`
卦(中)
'
は, ヴォイス接尾辞
`
- %l} をとり,
'T 朴
'
のように派
生 し, 現代朝鮮語でも, その形が維持されてい る･
また, 母音に ヴォ イス 接尾辞が つく場合,
`
t, 刀, う, - , l
'
のうち, どれが語末音にくる
かによっ て , ヴォイス接尾辞
`
- ol-, - ＋- , -1 ♀ノ のうちどれをとるかが, 決まっ て いる･
- 方,
･
zi%lヰ
,
の場合晩 年期朝鮮語
`
7Tqq･ に基づき,
`
7惇畔 という動詞がヴォイス接尾辞
`
- %l}
をとるもの とされる .
更に, 語末音
` + 奇
'
の場合, ヴォイス接尾辞
`
-
ol-
'
と
`
- 7l-
'
を取ることができるの は, 動
詞
`
音 畔 しかない . こ の動詞は, 2 つ の ヴォ イス接尾辞を取り替えることによっ て, 受身形と自
動詞の 区別をして いる.
ヴォイ ス接尾辞
`
･ 且 外 , - olヲl- ' は , 中期朝鮮掛 こは存在 しない ヴォイス接尾辞であり, これ
らの接尾辞がどのようにして動詞
`
雪中, 書q-
'
につ くようになり, 歴史的にどのように変遷 して
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きたかは , 中期朝鮮語 の事実だけでは, 概観することができないと言える.
こ のように考えれば, 中期朝鮮語に おい て, 動詞 の語幹末音によっ て , 動詞がヴォイス接尾辞を
取 っ ていたに しろ, 現代朝鮮語の ヴォ イス接尾辞は , 中期朝鮮語の綴りをそ のまま維持しており,
それが正書法改定等の 歴史的な変遷を伴いながら, 現在の形に至 っ たと言うこ とができ, それらの
接尾辞が共時論的な観点から相補分布をなして いるとは言えないと結論づける ことができる . こ の
ように考えれば, ヴォ イ ス接尾辞は異形態でないというこ とになる . では, ヴォイ ス接尾辞
`
- oト,
- %l-, 一司 - , - 7l- , ヰ ー, 一 千- , ヰ ー , -1 ♀-, - o恥 一 旦ヲl-, - olヲl- ' には, 各々 の異なる機能が備わ
っ て いて , 例えば, ヴォ イス 接尾辞
`
-
o1-
'
には受動化を誘引する機能 しか持たない のではない か
と考え得るかも しれない . しか し, そ のようには言うこ とができない のである. というのも, 中期
朝鮮語で は, 安乗蒔･ 李就鏑(195X):129-136)が示 して いるように, 受動化や旋役化を誘引する接尾辞
として,
i
- Ol-, - %l-, 一司 - , - 7l} だけでなく
`
-Jむ♀-, 一 息キ ー, - ヱ } も記述して い るが, 受動化
を誘引する接尾辞と使役化を誘引する接尾辞には, 重なり合うものが多く, 例えば, 動詞がヴォ イ
ス接尾辞
`
- oト
'
を取るからとい っ て, それが項を1 つ 減らしたり, 項を1 つ 増やしたりするとい
う機能をア プリオリに持 つ ので はない からである. つ まり, 動詞 によっ て , どの ヴォイス接尾辞を
とり, そ の意味が何であるかまでも決定されて いるの である. これは現代朝鮮語の ヴォ イス接尾辞
にも通 じるとこ ろがある. これらの議論を総合すると, ヴォイス接尾辞は受動化や使役化を誘引す
る接尾辞であるが, そ の意味は, 動詞 によ っ て, 決まるもの であり, 各々 の ヴォイス接尾秤の機能
はアプリオリに決定されるもの ではない ということができる .
6. 今後の課題
本稿で は, 現代朝 ヴォ イス接尾辞が相補分布をな し, それらの接尾辞が異形態と呼びうる
かという観点から, 現代朝鮮語 の ヴォ イス 接尾辞を考察してきた. 本稿の調査から, 中期朝鮮語 の
ヴォ イス 接尾辞は, 動詞 の語幹宋音により, どの ヴォイ ス接尾秤をとるかは, ある程度の傾向があ
るように思えるが, 現代朝鮮茅部こお い て, それらが反映されたの は, あくまでも, 表記の面であり,
決して ヴォイス接尾辞が動詞 の語幹宋音によっ て選択されるの ではない というこ とがわかっ た. た
だ し, 中期朝鮮語の ヴォ イス接尾辞が相補分布をなし, それらが異形態であると断言するの も時期
尚早 の ように思われる , とい うの は, 衷繕任(1988:21-22)では, 中期朝鮮語の ヴォイス接尾辞と し
て
`
-
Ol-, -%l-, 一句- , - フl- ' を設定して い るが 一 方, 安乗蒔 ･季秋鏑(195X):129-136)では, ヴォイス
接尾辞として,
`
-
Oト, - %l-, 一句 - , - 7ト' だけでなく
`
- 9J♀- , - 蹄 , - エ ー
'
等々 も設定して いる
からで ある. 今後の課題と しては, 中期朝 の ヴォ イス接尾辞が相補分布をなして いるの かとい
う閉居がある. さらに中期朝鮮語の受動文と使役文まで拡大して , と使役文を
記述する必要がある . そ の間題に焦点を当て て初めて, 現代朝鮮語の ヴォ イス まで考察範囲を拡大
し, 現代朝鮮語の ヴォ イス接尾辞の具体的な機能を確許することができるの である.
【頚挿声】本稿を執筆する過程で, 神田外語大学の菅野裕臣先生からは, 中期朝鮮語と現代朝鮮語に
関する貴重な意見をいただ いた . また, 中川裕先生からも論文に対する率直な意見を伺っ た. と,
同時に, ソウル大学国語国文学科の李賢幣先生を始めとする, 宋静観先生や任洪彬先生からも, ヰ
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期朝鮮語や現代 語におけるヴォイ ス接尾辞に蘭して貴重な意見を伺うこ とができた. こ の場を
借りて , 心から感謝申し上げます .
註
1
本稿で免田する, ヴォ イ ス接尾辞等の基本的な文法用語は, 菅野裕臣(1 981), 菅野裕臣他楓1988)による. 菅野裕臣(1981),
菅野裕臣(199 1うにお い て, ヴォ イス接尾辞がどのように取り扱われて いるかに つ い て は, 先行研究を取り扱う項にお いて,
改めて概観することにする.
2
一 般言語学の術語辞典のうち, 特にこれら3 つを中心に概観するのは, 他の辞典よりも優れた部分があると認め得るか
らである. T 地(1993)は, そ こ に記載されて いる術語が限定されて い るにも関わらず, 1 つ 1 つ の術語を簡潔か つ 丁寧に説
明してい る. また, どの論文ある いはどの著作で該当する術語が初めて言及された の かも部分的に記載されて い る.
Ashy(1 994)は, 多くの術語をかなりの約恒を割い て , 懇切か つ 丁寧に説明して い る, また該当する術語が初めて言及され
た論文, 著作だけでなく, その該当する術語に関係する, ありとあらゆる術語も詳しく記載している. 亀掛 河野･ fPf(196)
は, 1巻から5巻まで世界の言語を記述しており, 6巻目に 一 般言語学の術語を整理して いる. 世界の言語を記述し, そ の
記述から得た, ありとあらゆる文政事項を術語編に収めたという点で, 類まれな辞典である.
3
異音, 異形態そして相補分布という術語は, アメリカの言語学者によっ て名づけられたもの である. しか し, 第2次世
界大戦以前にも, プ ラ ハ 学派もこ のような概念自体には, 気付い て いた. 厳密な意味では, 異音, 異形観 相補分布のさ
きがけとなっ た のは , プラ ハ 学派が生み出した概念からということになる. こ の指摘牡 菅野裕臣先生から頂いた. こ こ
で, あらためて, 感謝の意を表する.
4
亀# ･ 河野･ 千野(19 96:858)では, 相補分布枕 2 つ 以上の音が 1 つ の音素としてまとめられる時 重要な条件になり得る
が, そ の条件だけでは, 不完全であるとする. 相補分布は, あくまでも第1条件であり, 第 2条件として, 対象となる単
音間の音声的類似晦 如 血 s血止血幼が提示されて いる. つ ま り, 2 つ の条件が全て揃 っ て , 初めて, 2 つ 以上 の音が1 つ
の音素としてまとめられるの である. また, そ こ で は, ドイ ツ語の 他 , 放嘘er に現れる音声と 也 他 に現れる音斡
を比較しながら, 第1条件と第2条件を検証して いる.
5
以下, 例文の ? は, 現代朝鮮語においてそ の文が文法的だとは言い難いが容経できることを示し,
･
は現代朝鮮語にお
い て そ の文が文法的であると認められない ことを示す.
6
現代朝鮮語の格助詞や副助詞には, 相補分布を成すものが多い . 本文で取り扱 っ た
`
-%
'
と
`
-喜
'
の他に,
i
- %' と
`
- ど ,
`
･
ol
'
と
`
- ?T
'
,
`
一斗
'
と
`
一 斗
'
そ して
`
一旦 且
'
と
`
一 畳
' も相補分布を成して いると言い得る.
`
-辛, - ol, - 卑,
一旦二邑
'
は前にくる語の最終曹が子音の壕合,
i
-旨 , JT, 一 戦 一 畳
'
は前にくる語の最終音が母音の場合, 文の中 職 司
として使い得る. また,
`
一 合' は
`
- ぎ の異形態,
`
-
ol
'
は
`
Jt
'
の 異形艶
`
-卑
'
は
`
一斗
'
の 異形艶
`
-旦 丘
'
は
`
一 畳
'
の 異形態とも言い得る. そ の逆の場合も可である. つ まり,
`
- ぎ は
`
-%
'
の 異形態,
`
-7T} は
`
-
Ol
'
の異形嵐
`
一 斗
'
は
`
一斗
'
の 異形艶
`
- 呈
'
は
`
一 旦呈
'
の異形態とも言い得るのである. ただし, 歴史的に これらの格助詞を見た壕合,
`
-
o1
'
と ` -7T
'
に関しては, 全く異なる2 つ の形態素が, 現 欄 締吾に至り, 相補分布により同 - の 音の 2 つ の異形態となっ た
もの であるので, 他の例とは, 幾分, 異なる様相を呈して いると言い得る. また, OIo摺(2002:10 8)では, 基本形を年細flに
明らかにするために, 基本形を〈)の中に入れて, 表示する方法がかなり広く使われて い るが, こ の記号で表示 しなければ
ならないと いう制約はないとする, と ころで, OIo二憎(2 002:109)では, 先に示 した各々 の格助詞にお いて, どちらが基本形
で, どちらが異形態であるかという問題点を解決するために, 統計的な方法を提示する. その方法とは, ある - 定の テキ
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ス トを調査して , どちらかが並外れて多く現れれば, そちらが基本的であると いう統計的な方法である.
7
本稿では, これ以降, 菅野裕臣(19 82･ 19 86-7)に倣い , 現代朝鮮語の ヴォイ ス接尾辞を考察した先行研究を概敵するお
り, こ の ヴォイ ス接尾辞と同じ接尾辞を指 し示す場合, 全 てヴォイ ス接尾辞という術語を使うことにする. ちなみに ,
Jq 増額1996:1049-1126)では, ヴォ イ ス接尾辞を被動接尾穐 使軌接尾辞と呼んで いる.
8 菅野裕臣他 称991
2
:1033)によれば, 擬似接尾辞とはその直前に
`
-%!-き, ち - DLT
,
の ような副助詞を掃入することに
よ っ て , それ自身自立語のように語幹から分離しうる接尾辞をいうとされている.
9
菅野裕臣儲 和9912:101畔 こよれ桟 補助的な単語を含む2単語臥上からなる文法的な形を分析的な形と呼ぶとされて い
る.
10
菅野裕臣(19 8l:82･ 恥 菅野拓臣他 軌 9912:1 ∝P-1016)で牲 用言の語幹そのままの形を第Ⅰ語基, 子音語幹で-iLが
接尾する形を第I[語義 -olヰ Ol- が接尾する形を第Ⅲ誌基と呼んで いる.
11
菅野酪臣他職1912:1032-1033)における自動詞, 他動詞, 受身形, 使役形の定義は次のよう古詩 されている.
自動詞
他動詞
受身形
使役形
動詞のうち対象を表す格助詞
`
- i/-%
'
を取り得ないもの
動詞のうち対象を表す格助詞
`
- i/-喜
'
を取り得るもの
自動詞のうち動作の主体が ` -o1 札 -olj71Jq, 長 芋q/- 旦 王手司, -ql句司ず 等で
表し得るもの, 可能の意味を表し得るもの
他動詞のうち動作の主体が
`
-
ol, -ql札 ･ BJ- 旦 五 年o]音
'
等で表 し得るもの
ところ で, ♀OJ5Il(199 7‥7 6-90)では, 現代朝鮮語にお いて 自動詞と受身形を意味論的に区別し難い ことを多くの辞書の記
述に基づき, 指摘して い る･ しか しながら, 本稿の目的は, 現代朝鮮語の自動詞と受身形を意味論的に区別する方法を議
論するものではない ので, 現代朝鮮語の自動詞と受身形の定義は, 菅野裕臣他簡1991
2
: 032-1033)に従うことにする. また ,
Jq相弔1996)でtj=, 受身形や旋役形という術語を使わf, 被動形や鮭動形という術語を使 っ て い るが, 本稿で晩 菅野裕臣
七蛸敢191うに倣い , 受身形や使役形という術語を使うことにする.
12
朋 和996:1 M 9-112 6)で壮受動文を被動文, 使役文を使動文と呼んでい るが, 本稿でtj:, それらの術語の代わりに, 受
動文, 使役文という術語を使うことにする.
13
朋 和996:1059)にお いて, 能動文とそれに対応する受動文の意味が同じであるという要件を示すために,
"
変形関係
で成立する被動文は, その基本の意味が対応する能動文と同 一 のもの と薄められる. 受動文が表す基本的な意味は, そ の
対応する能動文が元 々備えた意味と本質的に同 一 であるのである, 被勤文は, 能動文からの形態的変形が成立したもので ,
焦点の違いや熱感またさま文体的変異を見せ得るが, 基本となる知的意味には違いがないと認められる.
' '
.とされてい る. つ
まり, 能動文と受動文は, 動作を行なう1Rfk主鞠と動作を受け取る側(客靭とのとらえ方が異なるという点で違いがあるも
の の
, 言語外事実と しては同じ意味を指し示すということである.
14
E h (1991:173)では, 動詞 の意味が同じであっ ても, 文 の中で動作の主体と動作の客体が何であるかによっ て, 能動
文と受動文どちらも存在する像合や, 能動文しか存在しなレ場合, あるい接受動文しか存在しない蕩合があるとし, 次の
ような例を捷示して い る.
(1) a 甘斗7一 骨含 安正 幻ol且
b/普ol せ可oMl費71立 党bl且
ー 18-
(2) a ユ 甲J^l7T 司 斗富 貴ヱ OAol且
b. 司 斗7T ユ 甲 1^ql 要7l玉 虫ol且
(3) a
＋
Jq 社o1寸書 安立 9lol且
b. L‡モ Jqそ!Tql 要7l五 OJol且
つ まり, K him n(1991:173)の
`
要1ネ要711才 の考察と l^増額1996:10 57-1059)の考察によれば, 動作の主体と動作の客体
どちらも有情名詞, あ るい は無情名詞であれば , それらが現れる能動文と受動文が存在し, 動作の主体と動作の客体のう
ちの どちらかが, 有情名詞であれば, それ らが現れる能動文あるいは受動文しか存在しないということになる(有情名詞と
無情名詞につ い ては, 雀昌玉(2 00 0:1 08-1O9)を参照). しかなしながら, 雀昌玉(20CK))では, 必ずしも全てのヴォイ ス接尾辞
を取り得る動詞がその ような特徴を持つ とは限らない ことを証明している.
15 `
吉q(絶-?)
'
《 他動言&> -
`$71鞘絶たれる)
'
《 受身秒 >, 笥叫切る)
'
< <他動詞 沖 ･ ` 部1叫切れる)
'
< <自動詞
- の他に,
`
pl叫はさむ)
'
< <他動詞, 自動詞> -
`
可♀q(はめる)
'
< <他動詞 - ,
`
qlq(はさむ)
'
< <自動詞, 他動詞> >-
`
qlol叫はさまる)
'
< <自動言ゎ>,
`
官印出る)
'
< <自動詞 - I
'
享子q(高める)
'
中 雅励詞> >,
`暑中(出る)
'
< <自動言q> >-
`
享♀q(高くする)
I
- 他動盲&> ,
`
糾 合う)
'
< <自動詞, 他動言g> >-
`貸手q(合わせる)
I
- 他動言6>>,
`
繁q(合う)
I
< <自動詞, 他動言*> ∴ 号珂q(当てる)
I
- 他動言&> と
`
司q(食べ る)
' 句幽締*> -
`d
l
Ol 叫食 べさせる)
I
- 使役形 - ,
`td
l 叫食べ る)
'
< <他動言&> -
`
句司叫食べ られる)
I
- 餐身形 - , 増q(開く)
'
<<自動静 ウ ー
'tn
e 司q(開ける)
'
《 他動詞
> >
, 増q(開く)
'
< <自動言&> - `望ol 咽 り広げる)
'
<< 他動言&>,
`
坐q(かぶる)
'
< <他動ig> >･
`
生 Olq(かぶられる)
I
< <受身形 * ,
`
生q(かぶる)
'
< <% 動看取> ･
`
司♀qiかぶらせる)
I
- 他動詞, 使役形 - がある. こ のうち, 菅野裕臣他編
(199 12)で は,
`
享子呼 , 増ヰ
'
の記述がない . 本稿では,
`
喜子ヰ
'
,
`
壇ヰ
'
の 記述につ い ては, ′J､学館･ 金星出版社共同
編集(油谷幸朴 門脇誠 一 ･ 松尾卦 高島敵郎轍1993:839)に従 っ た.
16
そ の他の ヴォイ ス接尾辞として抵
`
一 旦ヲト
'
(qJ.
`
望q(起こる)
'
< <自融和 ウ ー
` Oa且ヲIq(起こj7
'
- 他動静 >),
`
- Olヲト
'
(例.
`誉qi回る)
'
< <自動詞, 他動看&> -
`
吾Olヲ1 確 り返る)
'
- 他動言&>)そして
`
ヰ
' を
`
ネ
'
に取り替えて, ヴォ
イ ス的に派生させる, ヴォ イス接尾稗軌
`tjl司q(照る)
'
< <自動言砂ウ ー `叫手中(照らi
-
)
'
《 他動詞>>)もある･
17
こ れ以降, 例として動詞を捷示する略
り
にそ の動詞を, 0にその動詞の意味を, < - >にそ の動詞が自動観 他動詞,
受身晩 使役形のうち, どれであるかを示すことにする.
18
そ の他の例として ,
`
旦 旦q(菜める)
'
< <他動S &> -
`
旦Ol句集まる)' <<自動詞>>,
`
骨ユq(漬ける)
'
- 他動酔 ヶー
`
骨フI q頒けられる)
'
< <5t身形冷 そして
`
奄コ句噸千切かける)
'
< <他動言*> -
`
杏71q(かかる)
'
<<受身形, 自動青恥
がある. こ れ らの例も
`
3a_
' `
骨｢ },
'
脅 ｢ } まで 1 つ の語幹と見撤し, それにヴォイ ス接尾辞
`
-
Ol} がつ い て,
`
旦 Ollギ ,
`
骨フ1ヰ
'
そ して
`
脊71q} に派生したものと考えられる.
19 `
音%l 中音Olq
'
につ い て ,
`
音司q> ユ司畔 という変化をたどっ たと いう見解もある. こ の指摘も, 菅野裕臣先生
から頂いた . 重ねて感謝の意を表する. ヴォ イ ス接尾辞を取り得る動詞の表記法が, 歴史的にどのように変わ っ たかに つ
い ては, 今後の課題であると言える.
20 李基X(1998:236T238)では,
`
ハ ン F
}
J傾 字法統 一 案
'
(1933)と
`
ハ ン グル綴字法'(1988)に つ い て, 詳しい説明をして
いる. こ こで は,
`
ハ ン?Jレ顧字法統十案
'
(19 33)につ い て, 簡単に要約することにする休稿では, 日本語訳さま藤本幸夫訳
(1974)tこ従 っ た).
現代正書法の基本原理は
`
ハ ン グル僚字法統 一 案
'
の総論第 - 条に, ｢標準語をその昔通りに書いても, 語法に合
ー 19-
うようにする+ と要約されて いる･ こ こで ｢普通り+ という原則の意味は,
`
- ン グル綴字法統 - 秦
,
第 五項に r/ヽ
ン グル字母はす べ てそ の昔価通りに読む ことを原則とする+ と, 具体的に規定されて いるように見えるが,
`
ハ ン
グ′ 噸 字法統 一 宥 を検討して見れば, その規定は守られて いなか っ た こ とを発見する･ 従 っ て , ｢音通り+ の原
則を
`
- ン 外 堀 字法統 一 案
'
作成者達の見解通り解釈してみれ拭 これと ｢語法に合うように+ の願 他 互 い
に矛盾すると言うことができる･ ` ハ ン グ′傾 字法統 一 案, が ｢普通りに書いても語法に合うように+ という言葉
で表現しようとした のは, 一 言で言えば形態音素論的原理であっ た･ 即ち `殻, を固守し,
`
敵中, 故王
,
の よう
に実際に発音されていない `人 ' を表記して いるが, こ の ような場合, 音の脱落は現代朝鮮語の形態音素論の規則
によっ て自動的に起こるの である･ 要するに ` ハ ン FJレ綴字法統 一 秦
,
によ る現代正書法は, そ の当時まだ ･ ハ ン
グJ嶋 字法故 一 案' 作成者達自身も理論的には しっ かりと把達して いなか っ た が, 結果的には形態音素論の原 動 ミ
よく反映したもの であっ た.
つ まり, 中期朝鮮艶 近代朝鮮語で採択された連綴表記を, 現代正喜放でtj:, そ の表記を分綴表記 へ と変えた の である.
しか しながら･ ヴォイ ス接尾辞を取り得る動詞が表記上の変化という1 つ の原因によ っ て今の形になっ たと断言できる,
確実な証拠はない. これ に つ い ては, 今後の課題である.
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2
‥ 014)によれば･ 変格用言古城 局番仮の宋音が交替するものをいうとされ その例として , 子音語
幹の場合, 第 Ⅰ語数第Ⅱ ･ Ⅲ書誌 :(こ 変鞠 亡/己[喜 櫓 -(聞く)], (日変鞠 u/w[音律 w 横 たわる)], (人変和 人/¢[5!-/斗(作
る)】, (奇 変格y【コ 削 ユq-(そうだ)】があげられ て い る･ 一 方 , 母音語幹 の場合 , 第 I I Ⅱ 語基/第Ⅲ語基 :(呈 変
和 己/己 e[7惇 -/% 己 -(分ける)]hSあげられて いる･ また, 菅野裕臣(19 82‥118)では, t=を語幹宋音とする用言の 一 部は第 Ⅱ
言張 と第Ⅲ語基とで言辞宋音のt=を己 に変え, こ れを⊂変格用言と している･ そ の例として, 昔印たずねる)という雛司が
あげられ, I喜一 , Ⅱ普9J･ , Ⅲ 号ol- の ように活用するとされ て い る.
2 2
こ の ように考えれ桟 現代朝鮮語の ヴォイス接尾辞を (ol, %l, 司, フ1†とする のではなく, †ol, 司, 71) とするの
が妥当だと考えられなくもない ･ こ の ような見解を提示した論文としては, 高永板(1974:114)がある. しか しながら, 褒繕
倭(19 88･･23)で枕 歴史的な観点からも高永&(19 74:114)の見解は的を射て いるが, (ol, 司, 司, 71)が本来,
`
ol
,
を基本
とした, 音韻論的条件の異形態ということを考えれ桟 ` ･司: を別に設定するのが妥当であるとしながら, こ の ような見
解に反対の意を表してい る･ 本稿で怯 喪蒔任(1988)の見解に従い , 現代朝鮮語の ヴォイ ス接尾辞をあくまでも
`
- ol- , ヰ ,
-司 - , - ･71} であるとして, 議論を進めて いく ことにする.
23
これに つ い ても･ 菅野裕臣から貴重なご意見を頂いた･ 菅野裕臣先生は, こ の見解が間違い であると指帰し,
.
吾o1 畔
が
`
書司q} に,
`
馴 ヰ
'
が
`
望司q} に変わっ たという見解を示 して いる･ 安乗積･ 李洗 鍬990)でも, 菅野裕臣先生と
同様な見解を示 して いる･ これにつ い て は, 通時論的な研究を通して , 証明するしかないように思える. ヴォ イ ス壊尾秤
が歴史的にどのように変遷したかは, 今後の課題であると言える.
2 4
ヴォイ ス接尾辞
`
- ol} が動詞の語末母音に つく場免 唯 - の例外として, ` 村 中
,
がある. ただ し,
`
Qlヰ
,
と いう
動詞昧
`
qlolq-
'
と
`
可♀斗
'
と いう動詞に派生し, 2 つ のヴォイ ス捜亀辞をとることができる. その点でも他の動詞の
場合とは状況が異なる.
25
本稿で晩 ヴォイ ス接尾辞
`
一 旦 7lJ と `- olヲ1: がい つ頃, 現れたかにつ い ては, 詳 しく論じることはしない , それ
らの接尾辞がい っ頃, 現れ どの ような動詞につく ことができ, それら派生した動詞がどのように変遷したかにつ い ては,
稿を改めて, 取り扱うことにする.
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参考資料
本稿で は, 菅野裕臣他楓19912)におけるヴォ イス 接尾辞を取り得る動詞 を資料として提示する.
接尾辞 語幹宋音 動詞< <意味> > 動詞＋接尾醇 ∝ 意暁 沖
-
ol- 母音 桝 ヰ< <他動詞> > 沓ヰolヰ<<受身形> >
77Tヰ<<他動詞> > 瑚ヰ< <自動詞> >
丑q< <[th動詞>> 丑 Olq< <自動詞, 受身形>>
plq< <[b 動詞, 自動詞> > plolq< <自動詞> >
ヰヰ< <自動言g>> 叫ヰ<く他動詞> >
ヰ卑ヰヰ<<自動詞> > .ヰ卑叫ヰ< <他動詞> >
き年中< <自‾動詞>> 曹司ヰ 助
骨ユ ヰくく他動詞> > 曹フl中《 受身形= ウ
貴司叫q<<[h 動詞> > 喜司叫ol ヰ《受身fj3> >
主司ヰq<<自動詞>> 三司叫ヰくく他動詞> >
里中< <他動詞>> ■望 O†ヰ,■句中< <自動詞> >
瑚 恥 他動詞> > ロ附ヰ<<受身形> >
早且q< <他動詞?> 且 Oltk<自動詞> >
叫干qく <他動詞>> ロT7*q< <自動甲>,
旦ヰ<く他動詞> > 且 Olq< <@ 役形, 自動詞>>･
t]l立q< <Ih 動詞>> t31卑olヰ 《 受身形>
叫ヰ< <他動詞>> 叫olヰ《 受身形> >
生ヰ< 他 動詞>> 生 olヰ<<受身形> >
生q(倭)< <他動詞> > 坐 Oltk<受身形>>
生q(勢 《埠動詞>? 生 ol 中く受身形 -
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生q(被f<他動詞> > 坐 Olq< <受身形, 使役形, 他動詞> >
杏干中音ユq(掛)< <他動詞> > 沓フIq< <受身形, 自動詞> >
杏子tT/脊ユqi付)< <他動詞> > 杏71q<<自動詞> >
司ヰヰく<自動詞 , 他動詞> > Rl叫ヰく<自動詞, 他動詞>>
* q< <他動詞> > 碑ol ヰく<受身形> >
互ヰく<他動詞> > 主 Ol ヰく<自動詞> >
ll 紳 他動詞> > 軒ol ヰ< <受身形, 使役形> >･
覇ヰ< <他動詞> > 額olヰく<自動詞> >
辞ヰ< <他動詞> > 皆ol 中< <受身形>>
骨ヰく<他動詞> > 骨o1 ヰく<受身形, 使役形> >
貴ヰ< く他動詞>> 景ol ヰく<受身形>>
尊卑< く他動詞>> 部Iq< <受身形 》 t
句中<<他動詞> > 郎Itk<自動詞, , i
｢ 号q<<自動詞> > 中l ヰく 細 動詞, , I
句中<<他動詞> > 句 olヰ<<使役形, 他動詞> >
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己 E 普q< <f& 動詞>? 奮
ol ヰ《 受身形,･使役形 》
喜ヰく<他動詞> > 喜olq< <受身形>>
E 書中< <自動詞>> ･ 昔olヰ< <他動詞> >
二正 t=aq< <他動詞> >
T=aolヰく<受身形> >
奄ヰ吋御節司> > 奄ol ヰくく他動詞>>
患中< <形容詞> > ･音ol亡桓 他動詞 》
+ ･古
■
己 奇
音q< <[& 動詞>? 音
Ol ヰ<<自動詞> >
音ヰ< <自動詞> > 音Olヰ<<他動詞> >
- %l- t] 背中< <他動詞> > 晋%l 中<<受身形>>
音ヰく<自動詞> > 音句中く<他動詞>>.
尊卑< <他動詞>> 晋%lヰ《 受身形>>
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小量 督ヰく<他動詞> > 斗主 音司q< <受身形> >
増ヰく<他動詞> > 僧%lヰく<受身形, 使役形> >
匂ヰ< <他動詞> > 召%lヰ< <受身形, 使役形> >
o
tj
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音ヰ< <形容詞> > 音可ヰく<他動詞> >
可召ヰ< <形容詞> > I:l 召%l ヰく<[&動詞> >
t'
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1ヰく<形容詞> > 唱%lヰく く他動詞> >
書中くく形容詞>> 音%l ヰくく他動詞> >
｢ 卑q< く他動詞> > 卑%l *<自動詞> >
句中< <他動詞> > 可句中< <受身形> >
卑ヰ< <他動詞> > 卑%lq< <受身形> >
J^Jtk<自動詞> > ･^J%lヰく<他動詞> >
甥q< <自動詞>> 甥%lヰ< く他動詞> >
oJ ヰ<<自動詞, 形容詞> > oJ%lヰく<他動詞, 使役形> >
司ヰく<他動詞> > 司%lヰ《 受身形 》
句中くく他動詞>> 司%lヰく<受身形, 使役形> >
六 晋ヰ<<他動詞> > 努%lヰく<受身形> >
費ヰくく自動詞, 他動詞> > 費%l ヰくく他動詞> >
喫ヰく<他動詞> > 嘆%l ヰくく自動詞> >
早項ヰく<自動詞>> 早項%lq< <受身形> >
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昔叫付)- 自動詞>> 音%lヰ<<他動詞> >･
卑蔓q< く他動詞> >. 卑昔%lq<<自動詞, 受身形> >
･己 ｢ 音ヰくく他動詞> > 貴司ヰ<<受身形> >
9]ヰく<他動詞> >. 9]%lヰく<自動詞, 受身形 沖
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せヰ< <自動詞>> せ司ヰく<他動詞 >ゝ
書q< <Ib 動詞>> 普司ヰく<受身形> >
占悼q< <自動詞 - 叫昔句中く<他動詞>>
曽ヰ<<他動詞> > 曹司 細 -
望ヰく<自動詞>> o]e司q<<使役形 》
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雪中< <他動詞> > 望司ヰ< <自動詞, 受身ヲ珍ウ
%ヰく<自動詞> > % 司q< <自動詞, 他動詞> >
ol晋q< <他動詞> > ol昔司ヰ< <受身形>>
書中< <自動詞> > 曹司ヰく<自動詞> >
書中く<他動詞> > 書司ヰく<受身形> >
書中く<他動詞> > 曹司ヰく<自動詞>>
書中く<他動詞> > 音司q< <自動詞> >
電告q<5他動詞> > 電普司ヰ< <受身形> >
喜書中< <他動詞> > 喜喜司 * <自動詞> >
旦 変格 7一旦 ヰ< く他動詞> > 沓句中< <自動詞> >
7l土 豊中< <他動詞> > 71喜司ヰ< <自動詞> >
千旦ヰ< <自動詞>> 昔句中くく他動詞> >
千早ヰく<他動詞> > 喜句中 《 受身形> >
中主ヰ< <自動詞> > 曹司ヰく<f&動詞> >
半量q< <自動詞>i/ 号司q-< <他動詞> >
中主 ヰ< <他動詞?> せ司ヰく<受身形, 使役形> >
半量 中< く他動詞> > 昔句中 く受身形 》
ot♀圭司や く他動詞>> ot%句中<く自動詞> >
註ol♀豊 中く<他動詞>> ol%司中く<自動詞> >
･当千呈ヰ< く他動詞> > Q]盲司q< <受身形 》
且主tk<自動詞>> %司ヰくく他動詞>>
神主 ヰ< <他動詞> > 沓司ヰく<受身形>>
重畳 ヰく<他動詞> > 書句中< <受身形> >
司旦 ヰ< <他動詞> > 想司q< <自動詞>>
主主q< <自動詞>> 喜司ヰ<<他動詞>>
= 変蕗 ･ ZIc ヰく<自動詞> > 呑司ヰ 助
喜ヰ 拭 他動詞> >･ ･書司q<<自動詞> >
阜tk<自動詞> > 昔句中くく他動詞>>
ゼヰ ぺ他動詞>> 虐司tk<自動詞 》
‡≡ 号 宮中 試他動南>> 宮司中 噛
尊ヰくく他動詞> > 貴司ヰく<受身形, 使役形 -
1 7l- 也. 抑 萄 《 他動詞> > 沓71q<<受身ヲ玖 使役形>>
71q(準F<碑動 幣･･ 杏?l中 野
沓叫日間)《 他動詞?> 脊71 ヰ 助 >
甘q<<自動詞 - せ71q< く他動詞> >
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i;aヰ< <自動詞, 他動詞> > L=aフlヰく<他動詞> >
曹ヰ< <他動詞> > 曹フl ヰ< <受身形> >
書中く<自動詞> > 舎フIq< <他動詞> >
^j ヰく<他動詞> > 増71 ヰ< <受身形, 使役形> >
ノ､ 嘆ヰく<他動詞> > 嘆フl ヰ< <他動詞> >
咽繁tT/喫ヰく<他動詞> > 咽o)tフItT/喫71 ヰ< <受身形>>
J54R ヰ< く他動詞> > 攻フl亡k 他動詞, <受身形, 使役形> >
貴q-< <自動詞> > 貴71 ヰ< <使役形 》
i≡1コ 沓ヰく<他動詞> > 沓フIq< <自動詞, 受身形>>
畠 *<自動詞> > 岳フl ヰく<他動詞> >
L J^ヰ< <他動詞> > 1^71 ヰ<<使役形 》
o1 ヰ< く他動詞>> o1フIq< <受身形, 使役形, , 1
t= 普ヰく<他動詞> > 普フlヰく<受身形, 使役形> >
犬 華中く<他動詞> > 費71 *<受身形> >
E 普ヰ< <他動詞> > 普71 ヰ< <他動詞> >
L 骨 音フl ヰくく他動詞> > 音司中< <受身形> >
(⊃
‾ T - 母音 瑚ヰ< <自動詞> > 瑚♀q< <他動詞> >
ql ヰ< <自動詞, 他動詞> > 771 ♀ヰくく他動詞>>
t31q< <自動詞> > 叫♀ヰくく他動詞>>
祁ヰ< <自動詞> > 瑚♀ヰくく他動詞> >
司叫背負)< <他動詞> > Rl♀q< <受身形, 使役形>>
司qi鞠 《 自動詞> > xl♀ヰ< <他動詞> >
Alヰく<自動詞>> 可♀ヰく<使役形> >
司中(咲)< <自動詞> > 司♀ヰく<使役形> >
司q(火付)< <自動詞> > 司♀ヰくく他動詞>>
t= 暑中< <自動詞> > 喜♀ヰくく他動詞>>
-1♀- 母音 望q< <自動詞> > 司♀ヰく<他動詞>>
Jqq< <自動詞> > 1^ ♀ヰ< <他動詞> >
坐ヰく<他動詞> > 司♀q< <他動詞 , 使役形> >
xlヰ< <自動詞> > 祁♀q< <1h動詞> >
斗叫 雛 他動詞>> 胡♀ヰ< <他動詞> >
斗叫満)《 自動詞> > 瑚♀ヰく<他動詞>>
王ヰ< <形容詞, 自動詞> > ヲl ♀ヰくく他動詞> >
■卑叫燃)《 自動%1> > 切♀ヰ< <他動詞> >
卑q(乗)<<他動詞> > 瑚♀ヰ 卿
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ス
‾ T ■■ ス 安中く<自動詞, 他動詞> > 貸手ヰくく他動詞> >
せヰく<形容詞> > ☆辛ヰくく他動詞> >
貴中 細 貴幸ヰく<他動詞>>
一千- t = 喜q< <自動詞> > 喜干ヰくく他動詞> >
一 旦ヲト ≡ 雪中く<自動詞>> 望且ヲl ヰ< く他動詞> >
-
o1ヲト 己 書中く<自動詞, 他動詞> > 書 olヲl ヰ< <他動詞> >
71年 母音 1jl辛ヰ<<他動詞> > tjl司ヰくく他動詞> >
-
(料 tj 人 忠tk<存在詞>> 憩e･月中くく他動詞> >
監 菅野裕臣(191
2
)に, その動詞の記述がなか っ ために, 小学館･金星出版社共同編製油谷幸利 ･P
脇誠 一 ･松尾勇 たこ とを意味する
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弓
